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最近は、「甚大な災害が起きた」という話を耳にすることが増えました。しかしながら突然やってくる
災害に備え、個人的に防災用品を準備しているとか地域で防災組織を立ち上げているというところはまだ
まだ少ないと思われます。桜原小コミュニティ協議会も、自治会長さんや防災委員などとこれまで何度か
防災対策会議や訓練などを行ってまいりました。今回は下の５項目について、校区の１０自治会の代表の
方に発表してもらい、宇美町役場の地域防災マネージャーである橋本広幸氏より講評をいただきました。

⑤今後の課題・計画

桜原小校区内にも、山沿いや溜池、２級河川の宇美川がそばにあり、豪雨や地震の時などに土砂崩れや
浸水などの恐れがある箇所が少なからずあることが分かっています。

 今回の発表で、すでに自主防災組織が
あると答えられたのは、浦田自治会だけ
でした。

浦田自治会は人口は３３０人程度と少ないですが、自治会加入率は、８５％を超えているそうです。
 令和７年４月から正式に自主防災組織を結成されましたが、以前から毎年６月のラブアース前の７時半
から防災訓練を実施しています。他にも公民館に雨水を飲料水に変える装置（さくらの輪３９号掲載）を
試作されるなどしています。

地域防災対策フォーラム ９月７日（日）

②自主防災組織の現状 ④情報発信共有の方法

・南部消防署防災体験
・日本赤十字社出張防災セミナー開催
・AEDの使い方講座開催
・公民館に雨水を飲料水に変える装置の
試作・緊急連絡網の整備など

浦田自治会の防災活動紹介

橋本広幸
地域防災Mgr.

①私たちが住む土地の特徴 ③公民館を避難所としたときの計画

橋本広幸氏からの
            講評

・良かった点
①地域の特性と現状
をよく調査されてい
た。
②避難時の対応など、
各自治会の課題を的
確にとらえていた。
（講評）
今回、各自治会が

発表された内容は、
今後の防災活動への
道標と言えます。
発表で終わるので

はなく、ぜひ、多く
の住民の方に自主防
災の重要性について
伝えていただき、自
主防災組織が設置さ
れることを願ってい
ます。

福博中央自治会



SMILE  FESTA  ２０２５ １０月５日（日）

前日準備の際には一時大雨が降るなど開催が心配されましたが、当日は、曇り
空の中、時々晴れ間も見え体育館及び運動場にて年に１度のフェスタが行われ
ました。 
今回も昨年に続き１，０００名を超える方々の来場があり、色々な催しもの

を楽しまれました。総勢１２０名の実行委員及び当日ボランティアの皆さん、
ご協力をありがとうございました。

宇美太鼓による演奏 先生たちの発表

スパークルキッズダンス

物品販売など

回覧板用チラシ

サキモリレコーズによる演奏

AEDの使い方講座

子ども達が紙に書いた事柄に対して
地域コミュニティ課によるコメント

「宇美町の将来を考える」
子ども達の発表

大好きなところや
「みらいを想像して」
を紙に書いて桜の木を
満開にしました

ばってんジャー
参上！！

グラウンド
ゴルフ体験

ストラックアウト
おもちゃ売り

大名坂うどん バルーンアート

スーパーボール

当日用チラシ



第２回 桜のきずな ９月１２日 （金）

７月に行った「第１回 桜のきずな」の時に、育成会長など各自治会の子ども会の代表の方々から
出た疑問や要望について、校長先生などから回答をいただきました。

①小学校での安全教室の開催希望→１年生と４年生を対象に実施している
②学校で、自転車乗りマナー教室の実施希望→４年生で実施している
③帰宅時の通学路の変更→塾などの関係でありうる
④校庭での花火の実施→不可
⑤学校グラウンドの開放→使われていないところは利用できる
⑥通学見守りについて→各自治会で取り組んでほしい

また１０月５日のスマイルフェスタについても議題に上がり、ボランティア募集の呼びかけをお願いし
ました。 おかげで当日は、自治会の皆さんや民生委員と合わせて１００名以上の方にご協力いただき、
参加した子どもたちはもちろん来場された皆さんは、とても楽しんでいました。（大坪青少年育成部部長）

各自治会 （自治会・育成会・子ども会） のイベントなど

三原育成会 海の中道公園 ６月２９日（日）

子どもだけの参加を呼びかけ、引率大人２名と子ども９名で宇美駅から海の中道公園駅までデンチャに
乗って６年生のリーダー２名を中心に色々な遊具で遊びました。 （山本育成会会長）

浦田自治会 第３回 ペタンク大会 ７月６日（日）

３チーム２１名が出場し接戦や逆転劇も多く、公民館
内は、拍手と歓声が沸き起こりました。

浦田育成会 夏祭り ７月２６日（土）
小学生１８名の参加がありました。

役員さんが準備したゲームなど楽しんだ後
お昼ご飯を食べ、かき氷も頂きました。

神山手自治会 夏祭り ８月２日（土）
  夕方４時から神武原第一公園にて夏祭りが行われました。自治会や育成会の出店、野菜や小物の販売の
他,各種のキッチンカーによる販売もあり、多くの人でにぎわい交流が深まりました。

福袋が大当たり シャボン玉 出 店カラオケ



林崎自治会 夏祭り ８月２日（土）
林崎多目的グラウンドにて、自治会や育成会による売店や育成会による
ゲームコーナー他、キッチンカーによるロングポテトやアイスなどの販売
があり、暑い中親睦が深まりました。

三原自治会 夏のイベント ８月２３日（土）
午前中は、子どもたちが自分たちでカレーを作り、みんなで一緒に美味しく食べました。
その後、夕方からは大人の人たちが、「ソーメン流し」や「バーベキューパーティー」を開催し、忘れら
れない夏休みの思い出になったことでしょう。

黒穂自治会 会報 黒穂自治会よりNo.１９～２１までの自治会報が発行されました。
令和７年度の第１９号では、「組長会」についての説明と
今年度の行事予定などが紹介されました。２０号では、シニ
アクラブとしての「穂寿会」の活動目的、活動の風景や行事
予定および会員募集の呼びかけがあっています。２１号では
「育成会」のことについて育成会長から新１年生の歓迎会を
兼ねた総会の報告と【保護者からのコメント】として「１年
生から入会しています。最初の頃は少し不安そうでしたが、
行事に参加するごとに毎回楽しかった」と言う子どもさんの
成長の紹介がありました。
『子ども同士だけでなく地域の方々ともつながりができるの
で育成会に入れて良かった』 などと紹介されています。

大名坂自治会 育成会 放生会 提灯灯し １０月１５日（水）
毎年、宇美八幡宮放生夜において、子ども達による３０個の提灯

灯しが行われています。
桜原小校区から奉納しているのは、大名坂育成会です。



わくわく「早見」食堂

きららばあちゃんのカレー食堂

左の写真は、9月の宇美町共同募金会/社会福祉
協議会の赤い羽根共同募金のチラシに掲載された
時の写真です。ご覧のようにスタッフは男性がほ
とんどです。わくわく「早見」食堂は、今年７月
で7年目に入りました。「早見」と書いています
が、他の地域の方も、もちろん参加できます。
調理の担当は『そば処 松本』の店主です。

メニューは、左のチラシのように事前にラインを
通じて案内しています。

毎月第４金曜日の１８時から19時まで（１１月からは１７時半から）
早見公民館で開催しています。（１２月と１月はお休みです。）

子どもたちや保護者にとっての憩いの場になるように、皆で力を合わせてや
っています。参加される方は、前もって連絡していただけると助かります。

きららばあちゃんのカレー食堂を始めて３年
目になります。子ども達がお腹一杯になって
笑顔になるという目的で始めましたが、今では
老若男女１００名ほど参加され世代間の交流の
場所、居場所作り、子育て相談など様々な目的
が生まれています。今後も自分たちが無理なく
続けていき、少しでも早見や宇美町に貢献でき
るよう頑張ります!!

桜原自治会
『世界で１個の私の勾玉(まがたま）』製作 ８月１７日
勾玉とは、大昔のアクセサリーです。昔は、石や貝で作っていました。子どもたちをメインに３６名

（保護者含む）の参加があり、とても賑わいながら作品作りに熱中していました。
出来た作品（勾玉）を見せやっこしていました。

『だまされんばい悪徳商法』 ６月２７日（金）
粕屋中南部広域消費生活支援センターの方に寸劇で内容説明していた

だきました。参加者からも２名が寸劇に加わり演じてもらいました。
「とても勉強になりました」の声が多くあり、主催者側としても満足の
いく結果となりました。

※桜原自治会では、他にも出前講座として「のるーと宇美の利用・宇美町
ライン操作方法」（複数回）や「生活習慣病と認知症について」の受講他
フロアカーリング大会などの軽スポーツにも積極的に取り組まれています。



５年 宿泊学習 ９月２９日（月）～１０月２日（木）
５年 宿泊学習では、何事もあきらめず、メリハリのある行動をして、みんなで助け合おうという学年の

めあてを達成するべく、学級や班でも、めあてを立ててキャンプに臨みました。

エンカウタ―

キャンプファイヤーフィールドビンゴ すべすべコースター作り

三泊四日のキャンプの後、
子ども達自身が自分たちの
成長や課題に目を向ける
ことができるように振り
返りを行い、自分たちの
成長や課題を実感すること
ができました。（桜原小学校）

エンカウンターとは
 目的：相互の理解を
 深め、自己受容や人間

 関係の改善を目指す
 方法：参加者同士が
本音を率直に話し合う
体験を通じて、自分
自身や他者への気づき
を深める

刈った稲をコンバインへ

もち米作りの体験学習 稲刈り ６年生 １０月１０日（金）

５年生が①箱苗作りをし、その後１年生と２年生が②水やりを担当し、４年生が③田植えをして、３年
生が④かかしを作って、スズメから稲を守り、そしていよいよ６年生による⑤稲刈りの日を迎えました。

３日目野外炊飯 記念の森ハイキング

田植え直後は、ジャンボタニシに食われたり、夏が猛暑だったり、ヒエなどの雑草が生えたり等で収穫
量が心配されましたが、桜原小コミュニティ環境部のサポートなどで今までにない約１トンの豊作になり
ました。本番当日、６年生は環境部副部長の百田さんや先生の話を熱心に聞いて、誰も怪我をすることな
く、無事に収穫することができました。
もち米作りの最後は、11月２９日（土）午前に行われる餅つきです。皆さまのご協力をお願いします。

スズメから稲を
守るかかし

百田さんによるあいさつ

終わりの言葉
稲刈りの最終段階

熱中症対策の水筒

百田次義 「三原自治会長」や
上森勝美 「林崎自治会長」（環境部）
なども応援に来てくれました
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